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3歳女児
右大腿骨骨折

母親による殴打
発達遅滞あり
母子家庭

病院で待っているだけでは
こどもたちの健康は守れない

ある虐待事例との出会いから生まれたサービス



0-14歳人口と小児科外来受診者数

平成２６年（２０１４）患者調査厚生労働省
人口推計（平成26年10月1日現在）総務省

少子化は進んでいるが、
外来受診者は増加

→9割が軽症者



不安 小児科医が
リアルタイム

対応

小児科オンラインの誕生 –手のひらに、小児科医を。-

受診したくて受診するのではない。親にあるのは、
「不安」を解消したいという想い。

核家族化、インターネット上
の情報の氾濫・・・



オンライン相談サービス

2016年5月30日リリース

サービスに込めた思い：
「子育てにおいて誰も孤立しない社会を作る」



小児科オンライン相談中のイメージ

テレビ電話

※チャット、音声通話にも対応



サービスのポイント – 丁寧に

10分の時間を確約
医師の時間を10分間確保できるので、他のユーザーを気にする
ことなく相談することが出来ます。

電子相談記録による管理
電子相談記録によって、過去の相談を記録し、過去の内容をふまえ
た相談や対応が可能です。

継続フォローが可能
継続フォローによって、長期的な視点で相談対応することが出来
ます。



サービスのポイント – 専門的に

専門性を有する医師が37名所属

発達行動

小児救急

アレルギー 発達障害、不登校

感染症 新生児

小児がん

腎臓
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日本小児科学会監事

東京大学医師会会長・理事

森 臨太郎

国立成育医療研究センター

政策科学研究部 部長、臨床疫学部 部長

日本小児科学会 英国小児科専門医・学
会フェロー(FRCPCH)

コクラン共同計画日本支部・代表

伊藤 秀一

横浜市立大学大学院医学研究科

発生成育小児医療学（小児科学）

主任教授

日本腎臓学会専門医・指導医
日本小児腎臓病学会理事
日本リウマチ学会専門医・指導医
臨床遺伝専門医

秋山 千枝子

あきやま子どもクリニック院長

医療法人社団千実会理事長
公益社団法人日本小児保健協会会長
東京都児童福祉審議会委員
厚生労働省社会保障審議会専門委員
日本小児科学会専門医
日本小児神経学会専門医
日本小児科医会 子どもの心相談医

パートナー・ネットワーク

• 小児科医のネットワークを活用し、顧問、小児科医、提携先と連携し、事業を展開しています。



健保

医療費削減

保育園

連携

海外

日本人家族向け

福利厚生

社員向け

自治体

社会サービス

企業

付帯サービス

導入実績の一例
ご家庭は無料でご利用いただけるモデルで運営しています。

など

など

横浜市栄区



経済産業大臣賞と厚生労働大臣賞を受賞しました。



2017/4/16
小児科学会にて実績を発表

2017/10/19 日経新聞朝刊
横浜市栄区との実証実験

学術的な取り組みにも注力しています。



小児科オンラインの貢献・将来性

子育ての負担・不安の内容 解決策

• 病院を受診すべきかアドバイスを聞きた
い

• 家での看病についてアドバイスを聞きた
い

• 子育ての悩みを相談する相手がいない

将来性

「小児科オンライン」を通して、小児科医が
各ご家庭を全面サポート
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自分や配偶者の親や親戚の口出しが多い

子育てをする地域の環境が良くない

子育てが大変なことを職場の人が理解してく
れない

子育てについて相談する相手がいない

配偶者が育児や家事に協力的でない

負担に思うことは特にない

仕事が十分にできない

夫婦で楽しむ時間がない

子育てに自信が持てない

子どもを通じての親同士の付き合いや人間関
係がわずらわしい

子育てによる身体の疲れが大きい

子育てによる精神的疲れが大きい

自分の自由な時間が持てない

子どもが病気のとき

将来予想される子どもにかかる経済的負担

子育ての出費がかさむ

「人口減少社会に関する意識調査」厚生労働省 平成27年

経済的状況の次に親が不安を感じている

のは、子どもの病気。

• DtoDの情報共有、自治体との連携
• 相談業務の効率化
• さらなるBtoBtoCの連携の拡大



会社概要

会社名 株式会社Kids Public

所在地
〒101-0052
東京都千代田区神田小川町1-8-14 神田新宮嶋ビル4階

設立 2015年 12月

代表者名 橋本 直也

事業内容 インターネットを介した小児科医療

従業員数 6名（2017年8月現在）

受賞歴

2016.8 Open Network Lab 12th Batch Demodayオーディエンス賞
2016.11 TechCrunch Tokyo 2016「スタートアップバトル」優勝(114社中)
2017.3 東京都から有限責任監査法人トーマツが委託を受けて運営する「ASAC Batch3 Demo Day」優勝
2017.9 第11回キッズデザイン賞にて経済産業大臣賞を受賞
2017.11 第6回健康寿命をのばそう！アワードにて厚生労働大臣賞を受賞

問い合わせ先 contact@syounika.jp


